
彙

報

学
会
活
動
記
録

(
平
成

五
年
度
後
期

)

◇

一
〇
月

一
六
日

(土
)

学
生
委
員

企
画
に
よ
る
留
学
生
と

の
交
流
会

が
知
徳
館

四
〇

一
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。
能
楽
部
有
志

の
協
力
を
得

て
、

「能
」

の
体
験
を
通
じ

て
同
志
社
A
K
P
の
留
学
生

と
交
流

し
た
。

◇

一
〇
月
三
〇
日

(土
)

学
会
誌

「
日
本
語
日
本
文
学
」
第

五
号
が
発

刊
さ
れ
た
。

◇

一
一
月

一
〇
日

(水
)

学
生
委
員
企
画
に
よ
る
映
画
鑑
賞

会
が
知
徳

館

一
八
三
教
室

で
行
わ
れ

た
。
廣
瀬
千
紗
子
先
生

の
解
説
で
上
田
秋
成

原
作

・
溝

口
健
二
監
督

の

「
雨
月
物
語
」
を
観
賞
し
た
。

◇

一
一
月

一
三
日

(土
)

学

生
委
員
企
画

に
よ
る
紅
葉
狩
り
が
東
福
寺

に
お

い
て
行
わ
れ
、
山
内
塔
頭
東
光
寺

で
短
歌
を
詠
ん
だ
。

◇

一
二
月

=

日

(土
)

日
本
語
日
本
文

学
会
主
催

の
秋
季
講
演
会
が

知

徳
館

二
八
三
教
室

で
行

わ
れ
た
。
「
食

の
言
語

文
化
史
」

と

い
う
題

目
で
大

阪
大
学
教
授
前

田
富
祺
先
生

の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

◇

一
二
月

一
六
日

(木
)

学
会
奨
学
金
授
与
式
が
行
わ
れ
、
選
考
を
経

た
六
名

の
学
生
に
奨
学
金
が
授
与
さ
れ
た
。

◇

一
月
八
日

(土
)

学
生
委
員

企
画

に
よ
る
百
人

一
首
か
る
た
大
会
が

彙

報

知
徳
館

四
二
〇
教
室

に
お

い
て
行
わ
れ
た
。

◇

三
月

一
〇
日

(木
)

学
会

の

「
会
報
」
第

一
四
号
が
発
刊
さ
れ

た
。

学
会
活
動
記
録

(平
成
六
年
度
前
期
)

◇
四
月
二

一
日

(木
)

学
生
委
員
企
画

に
よ
る
歌
舞
伎
鑑
賞
会

(南
座

主
催
第
二
回
歌
舞
伎

観
賞

教
室
参
加
)
が
行
わ
れ
た
。

◇

五
月
八
日

(日
)

学
生
委

員
企
画

に
よ
る
茶
摘

み
体
験
会

(宇
治
市

主
催
市
民
茶
摘
み
会
参
加
)

が
京
都
茶
業

セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ

た
。

◇

五
月
二
八
日

(土
)

学
生
委
員
企
画
に
よ
る
京
菓

子

「鶴
屋
吉
信
」

見
学
会
が
行
わ
れ
た
。

◇

六
月
五
日

(日
)

学
生
委
員
企
画
に
よ
る
文
楽
鑑
賞
会

(国
立
文
楽

劇
場
主
催
第
十

一
回
文
楽
鑑
賞
教
室
参
加
)
が
行
わ
れ
た
。
参

加
者
を

代
表
し
て
本
学
会
員
三
名
が
舞
台
上

で
実
際

に
人
形
を
操

っ
た
。

◇
六
月

一
八
日

(土
)

日
本

語
日
本
文
学
会

の
第
九
回
総
会
及
び

シ
ン

ポ

ジ
ウ
ム
が
知
徳
館

二
八
三
教
室

で
行
わ
れ
た
。

「漢
字

の
機
能
」
と

い
う

テ
ー

マ
で
、
村
木

先

生
を

コ
ー
デ

ィ
ネ

ー
タ
ー
に
、
吉

野

・
大

島

・
本
間
先
生
を

パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
熱
心
な
討
論

が
行

わ
れ

た
。

◇

七
月

一
〇
日

(
日
)

学
会

の

「
会
報
」
第
十
五
号
が
発
刊
さ
れ

た
。

五
九



人
事
異
動

◇

四
月

か
ら
学
芸
学
部
教
授

と
し
て
門
前
正
彦
先
生

(日
本
語
学
)
、

な
ら
び
に
短
期

大
学
部

研
究
助
手
と

し
て
河
野
俊
之
先
生

(日
本
語
教

育
)

を
お
迎
え

し
た
。

会
員
著
書
紹
介

村
木
新
次
郎

『
日
本
語
要
説
』

(共
著
)

ひ
つ
じ
書
房

一
九
九
三
年

五
月
二
〇
日

丸
山
敬
介

『日
本
語
教
育

演
習
シ
リ
ー
ズ
①
教
え

る
た
め

の
こ
と
ば

の
整
理

1
』

京
都

日
本
語
教
育
セ

ン
タ
ー

一
九
九

四
年
三
月

一
五

日

『
日
本
語
教
育
演
習

シ
リ
ー
ズ
②
教
え
る
た
め

の
こ
と
ば

の
整
理

2
』

京
都
日
本
語
教
育
セ

ン
タ
ー

一
九
九
四
年
四
月

一
四
日

『
五
味
太
郎

絵
本
選
集

パ
ー
ト
ー

国
ωω穹

8

。
ご

巷

⇔
づ
Φ
。゚Φ
』

メ
タ
ロ
ー
グ

一
九
九
四
年

四
月
二
〇
日
六
〇

廣
瀬
千
紗
子

『近
世
文
学
選

芸
能
篇
』

(共
著
)

和

泉

書

院

一
九
九

四
年

四
月

三
〇

日

本
間
洋

一

『
本
朝
無

題
詩
全
注
釈

三
』

新

典

社

一
九
九

四
年
五
月
三
〇
日

吉
海
直
人

『源
氏
物
語
研
究

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
』

翰

林

書

房

一
九
九
四
年
六
月

一

日



「同
志
社
女
子
大
学

日
本
語
日
本
文
学
」
投
稿
規
定

一
、
当
誌

は
同
志
社
女
子
大
学

日
本
語

日
本
文
学
会

の
機
関
誌
と
し
て
、

会
員
に
学
術

的
研
究

の
発
表

の
場
を
提
供
す
る
も

の
で
す
。
会
員

の
意

欲
的
な
投
稿
を
広

く
募
り

ま
す
。

二
、
論
文
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙

で
三

O
～

四
〇
枚
程
度
、

資
料
、
翻
刻
等
は

一
回

の
掲
載
を
六
O
枚
程
度

と
し
ま
す
。

こ
の
範
囲

を
超
え

る
場
合
は
、
採
否

を
編
集
委
員
会

に
ご

一
任
下
さ

い
。

(ワ
ー

プ

ロ
使
用

の
際
は

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
換
算
し
た
枚
数
を
末
尾

に
お

示
し
下
さ
い
。

ま
た
図
版
、
写
真
な
ど
が
あ
る
場
合
は
挿
入
箇
所
を
指

示
し
た
う
え

で
、
提
出

し
て
下
さ

い
。
)

三
、
注
、
引
用

の
体
裁

は
統

一
を
図
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
特
別

の
場

合
を
除
き
、
校
正
は
再
校
ま
で
と
し
、

以
後

は
編
集
委
員
会

の
校
正
と

し
ま
す
。
原
稿
は
返
却
し
ま
す
が
、
必
ず

コ
ピ

ー
を

と

っ
て
ご
提
出
下

さ
い
。

四
、
第
七
号
締

め
き

り

一
九
九
五
年

三
月
末

日
厳
守
。

(原
稿

は
日
本

語
日
本
文
学
会
事
務
室
知
徳
館

三

一
四
号
室
宛

に
お
送
り
下
さ

い
。)

彙

報

六

一


